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	伝道弟子:ただ
	70人:70人重職者-唯一性(使徒1:3,14)
	ミッションホーム:教会の使命-再創造(使徒1:8)

	＊序論
▲伝道弟子の最も大きい武器がただ！これだ。答えを受けるのに重要だ。ひとまず、みなさんがまず最初に理解しなければならないことは何か。
1.教会史の隠れた部分→ サタンが防ぐ部分「ただ！」
▲教会史を見れば、サタンが最も防ぐ部分が「ただ」だ。ただイエスを防ぐのだ。初めからずっと流れてきたのだ。

1)創世記3:4-5,創世記6:4-8,創世記11:1-8,使徒13章,16章,19章,個人の6状態
2)7災い-イスラエルがただをのがして,7回も災いにあった。

3)中世時代-未来時代
▲中世時代のときに、のがした。これからさらに深刻になるだろう。

▲人間を滅ぼすように「ただ」だけをすべて抜いてしまうのだ。
2.教会の隠れた部分→ 正解,答え,解答
1)使徒1:1,正解- “すべての問題,全ての正解”

▲ただキリストは何を話すのか。すべての問題の正解だ。簡単に話せば“すべての問題”の正解だ。“全てのもの”の答えだ。

2)使徒1:3,答え- “すべてのこと,すべての人”

▲正解と答えは同じことばだが、違う。私に答えが来たのだ“神の国”が臨んだのだ。すべてのこと,すべての人にはキリストを通した神様の答えが入っている。
3)使徒1:8,解答- “すべての事件”

▲使徒1:8,これは他の人に解答で与えるのだ。すべての事件には解答がある。キリストを通して・・・
3.現場に隠れた部分→ 実際の答え-みことば
▲ただという実際の答えに、神様のみことばを握らなければならない。
1)神様の目標
(1)創世記1:27-28,神様と疎通
(2)創世記3:15,女の子孫(救い主)→ まことの神様、まことの人間
(3)創世記6:14,18,20,あなた、あなたの子孫のために,生命を保存するために･･･
(4)創世記12:1-3,滅ぼされるバベルの塔文化から離れなさい。

(5)出3:18,血の契約→ 奴隷(罪,サタン)から解放

(6)イザヤ7:14,インマヌエル→ 捕虜から解放

(7)使徒1:6-8,属国から解放
2)神様のいやし
(1)創世記3章の中にある私中心から、神様は私をいやそうとされる。滅びの運命の中にいる私をいやそうとされる。

(2)創世記6章にある物質中心から私をいやそうとされる。暗やみの経済から私をいやそうとされる。
(3)創世記11章無駄になる成功から私をいやそうとされる。
3)まことの力を与えようとする「ただ」だ。(使徒1:8)

▲使徒1:8,どんな力を受けるのか。そのまま成就した。
(1)使徒3:1-12エルサレムと　(2)使徒6:7,ユダヤと　(3)使徒8:4-8,サマリヤと

(4)使徒19:21,地の果てまで,ローマも見なければならない。
▲神様はみなさんにこの力を与えようと呼ばれたのだ。
4.結論-次世代の隠れた部分
▲伝道弟子は答え(キリスト,神の国,ただ聖霊)を与える人だ。さらに重要なことが残った。この部分を次世代に伝達しなさい。
1)歴史勉強,教会史勉強,聖書史(みことばの流れ)勉強を正しくして“ただ”を体験するのだ。
2)Case-すべての現実,ケース(Case)が出てくる。最も重要な答えはここに入っている。今日、すぐに帰って,みなさんのゆえに教会問題が解決されるように願う。みなさんは証人ではなくて、ただの証人だ。
3)みことば集中-これを持ってレムナントにみことば集中をさせなければならない。

▲みなさんがこの(1-3番)の祝福を持っていれば神様が働かれる。みなさんがこの中にいれば神様が変化させて,すべての計画を成し遂げられる。神様は、だめだったヨセフの兄たち通しても、神様の完ぺきな計画を成し遂げられた。それゆえ、「ただ」だ。この契約を握らなければならない。
	＊序論-御国
▲私たちがもしかして信じないとしても、キリストは「ただ」だ。そのために、事実は救われた者には、「ただ」の祝福がくる。ところで唯一性は違う。神様が準備しておかれたことだから、私たちが探さなければならない。それゆえ、70人重職者に備えられたその答えが、まさに唯一性だ。みなさんは、世の中で生きなければならないから、この答えが必ず必要だ。

1)レムナントを助けた人々
(1)イテロ　　(2)ラハブ　　(3)ダビデ　　(4)オバデヤ

(5)エステル,ダニエル,三人の青年　　(7)ローマ16章
▲どのように神の国を防ぐのか。神様のすべての時刻表は“御国”にある。神様のすべての時刻表がここにある。
2)レムナント7人-唯一性の答えを受けるから主役になるのだ。

3)注意しなければならない部分-待つこと,挑戦,譲歩する基準が“御国”だ。
▲本論-唯一性の祝福を味うことができる内容が何か
1.長い間続いた問題と答え(創世記3章,6章,11章)

▲誰も,何によっても解決できない、古くから長く続いている問題と答えを分かる者だ(創世記3章,6章,11章)。その人が受ける答えだ。

1)強大国と3団体に入り込んだ-滅びを防げない。
2)弱小国は貧困と物質病で倒した。
3)エリートには精神病で掌握するのだ。(破綻)

2.暗やみ→ 光

▲今、全世界は全部、暗やみ経済で崩れて,暗やみ組織になっている。必ずみなさんが行く所には、私たちの重職者などが立つ所には、神様の光を照らさなければならないから、神様がここに対する唯一性の答えをくださるのだ。
1)総理-ヨセフ　2)世界王-モーセ　3)ミツパ運動-サムエル
4)ペリシテ(ゴリヤテ)-ダビデ　　5)アラム-エリシャ

6)イザヤ6:13,イザヤ7:14,イザヤ62:6-12,イザヤ

7)刻印,根,体質-この祝福を受けた人々が刻印,根,体質を完全に変える唯一性で初代教会が立ったのだ。
3.災いを防ぐ唯一性

▲その神の国は、災いを防ぐ唯一性だ。
1)7つの災いの被害者,加害者- 7つの災いの被害者が誰か。ユダヤ人だ。7つの災いの加害者は誰か。共にみなほろびた。ここで福音を伝える人が生きて,福音を持った人が生きた。歴史が証明した。
2)3団体の災い-神様はなぜみなさんを呼ばれたのか。これから3団体のために起きる災いがあるので、それを防ぎなさいということだ。
3)そして何か。偶像国家のゆえに臨む災い,これからモスレムを通して起きる災いが深刻だ。こういうものには、神の国という奥義ではなくては絶対に防げない。
＊唯一性の答えを見つける方法

1)教会を生かす働き-みなさんが教会に行くのに、教会を生かすことにだけにみなさんの生涯をささげなさい。そうすれば、簡単に見える。
2)現場を生かす働き-みなさんには、確かに現場があるだろう。現場生かすことをしなさい。生かす言葉を言わなければならない。

3)仕事(職業)-みなさんがすること,職業がある。いくらいやしいことでも大丈夫だから、これを生かそうとしなさい。その後には終わりなく、ずっと起きた。

4.結論-さらに重要な結論は、私たちの背景は別にある。

1)ピリピ3:20,本当に神の国がある。これを死んで行くと思う。正しいが、生きているときの背景だ。(コロサイ3:1-2)

2)Iコリント15:58,そして何か。みなさんがこの地で生涯を終える日、一つも報いを失わない。
3)黙示20:1-22:21,そして何か。本当に私たちが行く背景,天国の御座が備えられているのだ。
▲この祝福を私たちの重職者の方々が本当に教科書としなければならない。今日、みなさんに最高の日になるだろう。
	＊序論
▲教会の使命があるならば“再創造”だ。(Ⅱコリント5:17)これが教会の本質でもある。
1)それゆえ、カルバリの丘(キリストが勝利した現場),オリーブ山(最後の講壇),マルコの屋上の間(初代教会の開始)という単語を使うようになった。
2)使徒2:1-47,この答えを受けたのだ。

3)使徒3:1-12,そして、もう直ちに伝道運動に出るようになる。
▲みなさんが再創造をするとき、必ず三つのことを記憶しなければならない。

1.ミッションホームでの再創造
▲ミッションホームはおもにレムナントを相手にしなければならない。
1)基準-神様の目標
▲あなたは、人を生かさなければならず、多くの人を生かさなければならない主役だ。レムナントの基準を変えてやらなければならない。神様が、あなたに対する目標。これを変えてやらなければならない。
2)水準-成人式(専門性)

▲水準を確かにしなければならない。聖書では13歳で成人式をする。

3)サミット-派遣

▲そしてサミットとして･･･あなたは世の中にお金を儲けにでかけるのではなくて、生きるために出て行くのではない。派遣されるのだ。

2.現場の再創造

▲現場ではおもに既成世代の方々だ。
1)見えないこと(使徒3:1-12)

▲他の人が見えないのを見るのだ。使徒3:1-12,神殿の美しの門で足のなえた人を立て起こしたのだ。正しく見たのだ。

2)行かないところ(使徒13章,16章,19章,会堂)

▲他の人が行かなところに行くのだ。使徒13章,16章,19章に行けない。特に会堂、こうしたところは正しく行くことができない。
3)だめなこと(使徒8:4-8)

▲他の人ができないことをするのだ。使徒8;4-8同じようなことは、ユダヤ人ができない。
3.地教会の再創造
▲これは未来のためのものだ。
1)ローマ16:1-23,重要な七つのニックネームが出てくる。誰もできない裏面契約をこの人たちが持っていた。

2)ローマ16:17-20,そしてサタンのすべての勢力をひざまずくようにさせてしまった。これが地教会だ。
3)ローマ16:25-27,永遠なことを見たのだ。これが基準だ。

▲それゆえ、私たちが今、レムナントを育てるというとき、明らかなこれを(1番)をもって伝達しなければならない。そして、これからは、私たちは現場でこのように伝道するのだが、再創造ということは神様だけなさることができるのだ。使徒1:8,それを見つけるのだ。

4.結論-いやし再創造

▲いやしの再創造だ。何を再創造しなければならないのか。
1)刻印

2)根

3)体質を再創造すればまちがいなくいやされる。
▲からだ,心(考え),霊的状態→ 再創造
今からはみなさんが静かな時間をちょっと持ちなさい。
①率直-そのオリーブ山の時間が、単なる時間でなくて,最も率直な時間だ。みなさんが神様の前に自分が率直でなければならない。
②静か-そして静かな時間。今日の伝道が何か、今日のみことばが何かは確認しなければならないのではないのか。今週に牧師先生が説教したのが何かは確認してみなければならない。そして、祈りの手帳は開いてみなければならない。必ず今回の集会から出た本部メッセージと核心、みなさんの牧師先生の講壇、祈りの手帳を見なければならない。
③奥義-神様の奥義が見える。
▲みなさんはもう伝道者だから、こういう新しい力と祝福を受けなければならない。


